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高鍋町告示第32号 

 平成24年第３回高鍋町議会定例会を次のとおり招集する。 

    平成24年８月31日 

                              高鍋町長 小澤 浩一 

１ 期 日  平成24年９月６日（木） 

２ 場 所  高鍋町議会議場 

──────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

水町  茂君          徳久 信義君 

岩﨑 信や君          緒方 直樹君 

池田  堯君          中村 末子君 

黒木 正建君          後藤 隆夫君 

青木 善明君          松岡 信博君 

永友 良和君          柏木 忠典君 

八代 輝幸君          津曲 牧子君 

時任 伸一君          山本 隆俊君 

──────────────────────────────── 

○９月10日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○９月19日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○９月20日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○９月21日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

 

──────────────────────────────── 
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────────────────────────────────────────── 

平成24年 第３回（定例）高 鍋 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                           平成24年９月６日（木曜日） 

────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                       平成24年９月６日 午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 諸報告 

      （１）議長の会務報告 

      （２）議員派遣の報告 

      （３）本省要望の報告 

      （４）例月現金出納検査結果報告 

      （５）町長の政務報告 

 日程第３ 会期の決定 

 日程第４ 報告第３号 平成２３年度高鍋町財政健全化判断比率について 

 日程第５ 報告第４号 平成２３年度高鍋町公営企業資金不足比率について 

 日程第６ 報告第５号 平成２３年度株式会社高鍋めいりんの里会計決算及び平成２４年度会

計予算について 

 日程第７ 報告第６号 平成２３年度高鍋町教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価等について 

 日程第８ 同意第２号 教育委員会委員の任命について 

 日程第９ 同意第３号 公平委員会委員の選任について 

 日程第10 同意第４号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 日程第11 諮問第１号 人権擁護委員の推薦について 

 日程第12 議案第31号 宮崎県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 

 日程第13 議案第32号 平成２３年度高鍋町水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ

いて 

 日程第14 認定第１号 平成２３年度高鍋町一般会計歳入歳出決算について 

 日程第15 認定第２号 平成２３年度高鍋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算につい

て 

 日程第16 認定第３号 平成２３年度高鍋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第17 認定第４号 平成２３年度高鍋町下水道事業特別会計歳入歳出決算について 

 日程第18 認定第５号 平成２３年度高鍋町介護認定審査会特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第19 認定第６号 平成２３年度高鍋町介護保険特別会計歳入歳出決算について 
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 日程第20 認定第７号 平成２３年度高鍋都市計画畑田土地区画整理事業清算金特別会

計歳入歳出決算について 

 日程第21 認定第８号 平成２３年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計歳入歳出

決算について 

 日程第22 認定第９号 平成２３年度高鍋町水道事業会計決算について 

 日程第23 議案第33号 高鍋町災害対策本部条例の一部改正について 

 日程第24 議案第34号 高鍋町税条例の一部改正について 

 日程第25 議案第35号 平成２４年度高鍋町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第26 議案第36号 平成２４年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第27 議案第37号 平成２４年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第28 議案第38号 平成２４年度高鍋町介護認定審査会特別会計補正予算（第１号） 

 日程第29 議案第39号 平成２４年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第30 議案第40号 平成２４年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算

（第１号） 

 日程第31 平成２３年度高鍋町一般会計並びに特別会計決算審査結果報告 

──────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 諸報告 

      （１）議長の会務報告 

      （２）議員派遣の報告 

      （３）本省要望の報告 

      （４）例月現金出納検査結果報告 

      （５）町長の政務報告 

 日程第３ 会期の決定 

 日程第４ 報告第３号 平成２３年度高鍋町財政健全化判断比率について 

 日程第５ 報告第４号 平成２３年度高鍋町公営企業資金不足比率について 

 日程第６ 報告第５号 平成２３年度株式会社高鍋めいりんの里会計決算及び平成２４年度会

計予算について 

 日程第７ 報告第６号 平成２３年度高鍋町教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価等について 

 日程第８ 同意第２号 教育委員会委員の任命について 

 日程第９ 同意第３号 公平委員会委員の選任について 

 日程第10 同意第４号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 日程第11 諮問第１号 人権擁護委員の推薦について 

 日程第12 議案第31号 宮崎県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 
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 日程第13 議案第32号 平成２３年度高鍋町水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ

いて 

 日程第14 認定第１号 平成２３年度高鍋町一般会計歳入歳出決算について 

 日程第15 認定第２号 平成２３年度高鍋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算につい

て 

 日程第16 認定第３号 平成２３年度高鍋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第17 認定第４号 平成２３年度高鍋町下水道事業特別会計歳入歳出決算について 

 日程第18 認定第５号 平成２３年度高鍋町介護認定審査会特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第19 認定第６号 平成２３年度高鍋町介護保険特別会計歳入歳出決算について 

 日程第20 認定第７号 平成２３年度高鍋都市計画畑田土地区画整理事業清算金特別会

計歳入歳出決算について 

 日程第21 認定第８号 平成２３年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計歳入歳出

決算について 

 日程第22 認定第９号 平成２３年度高鍋町水道事業会計決算について 

 日程第23 議案第33号 高鍋町災害対策本部条例の一部改正について 

 日程第24 議案第34号 高鍋町税条例の一部改正について 

 日程第25 議案第35号 平成２４年度高鍋町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第26 議案第36号 平成２４年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第27 議案第37号 平成２４年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第28 議案第38号 平成２４年度高鍋町介護認定審査会特別会計補正予算（第１号） 

 日程第29 議案第39号 平成２４年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第30 議案第40号 平成２４年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算

（第１号） 

 日程第31 平成２３年度高鍋町一般会計並びに特別会計決算審査結果報告 

──────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番 水町  茂君       ２番 徳久 信義君 

３番 岩﨑 信や君       ５番 緒方 直樹君 

６番 池田  堯君       ７番 中村 末子君 

８番 黒木 正建君       10番 後藤 隆夫君 

11番 青木 善明君       12番 松岡 信博君 

13番 永友 良和君       14番 柏木 忠典君 

15番 八代 輝幸君       16番 津曲 牧子君 

17番 時任 伸一君       18番 山本 隆俊君 
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──────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

──────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

──────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

議会事務局長 壱岐 昌敏君    事務局補佐 鳥取 和弘君 

議事調査係長 山下 美穂君                 

──────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 小澤 浩一君   副町長 ………………… 川野 文明君 

教育長 ………………… 萱嶋  稔君   教育委員長 …………… 加行 正和君 

農業委員会会長 ……… 渡瀬 俊弘君   代表監査委員 ………… 黒木 輝幸君 

総務課長 ……………… 間  省二君   政策推進課長 ………… 森  弘道君 

建設管理課長 ………… 芥田 秀則君   農業委員会事務局長 … 長町 信幸君 

産業振興課長 ………… 田中 義基君   会計管理者兼会計課長 … 井上 敏郎君 

町民生活課長 ………… 三浦  敏君   健康福祉課長 ………… 河野 辰己君 

税務課長 ……………… 原田 博樹君   上下水道課長 ………… 日野 祥二君 

教育総務課長 ………… 黒水日出夫君   社会教育課長 ………… 三嶋 俊宏君 

──────────────────────────────── 

午前10時00分開会 

○議長（山本 隆俊）  おはようございます。只今から平成２４年第３回高鍋町議会定例会

を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 この際、議会運営委員会の報告を求めます。委員長、黒木正建議員。 

○議会運営委員会委員長（黒木 正建君）  ８番、おはようございます。議会運営委員会よ

り結果報告を行います。 

 平成２４年第３回定例会の招集に伴いまして、９月３日午前１０時から議会運営委員会

を開催いたしましたので、その結果について御報告申し上げます。 

 今定例会に付議されました案件は、報告４件、同意３件、諮問１件、規約変更１件、水

道事業の未処分利益剰余金の処分１件、認定９件、条例改正２件、補正予算６件の２７件

であります。このことに伴いまして、副町長及び関係課長にその概要の説明を求め、審議

を行ったところであります。 

 会期日程、議事日程につきましては別紙予定表がお手元に配付されておりますが、出席

委員全員、意見の一致を見たところであります。 

 今定例会が円滑に運営されますよう議員各位の御協力をお願い申し上げまして、御報告
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といたします。 

 以上です。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（山本 隆俊）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定によって、７番、中村末子議員、８番、

黒木正建議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．諸報告 

○議長（山本 隆俊）  日程第２、諸報告を行います。 

 まず、議長の会務報告につきましては、別紙がお手元に配付してありますが、これによ

り朗読及び説明を省略して差し支えありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 隆俊）  異議なしと認めます。したがって、議長の会務報告は、朗読及び説

明を省略いたします。 

 次に、議員派遣の報告につきましては、別紙がお手元に配付してありますが、このとお

り派遣しましたので、これにより報告といたします。 

 次に、本省要望の報告を求めます。団長、柏木忠典議員。 

○１４番（柏木 忠典君）  おはようございます。只今、議題になりました上京陳情報告を

いたします。 

 去る８月の２１日から２２日の２日間にかけまして、国土交通省、防衛省、地元選出国

会議員への要望及び表敬を兼ねて上京をしてまいりましたので、御報告をいたします。 

 本年度の上京陳情団として、町長、黒木正建議員、八代輝幸議員、それに私、柏木に総

務課長、建設管理課長、議会事務局長であります。 

 また、緒方直樹議員につきましては、突然の体調不良で参加ができませんでしたことを

報告しときます。 

 要望事項としまして、※国道１０号線の交通沈滞緩和促進について及び１級河川、小丸

川水系の国の直轄管理堅持及び地方分権に伴う権限移譲についての２件でございます。 

 以下、重立った点を御報告をいたします。 

 まず、２１日、上條事務所を表敬訪問しまして、御子息の上條勝也氏より４月に行われ

ました高鍋町葬に対する町、議会、町民の皆様へのお礼を申され、故人が生前によく話さ

れていた高鍋の熱い思いを改めて伺うことができまして、上條先生の偉大さに感激、感動

したところでございます。 

 その後、地元選出国会議員の先生方の事務所を表敬、松下先生、道休先生、外山先生に

は直接お会いすることができましたが、他の先生方は不在でしたので、秘書の方々に直接

要望書を手渡してお願いし、支援と御協力をお願いしてまいったところでございます。 

※後段に訂正あり 
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 続いて、防衛省地方協力局長を表敬しまして、再編交付金事業による事業の促進及び無

線施設助成事業採択のお礼を申し上げてまいったところでございます。翌２２日は宮崎県

東京事務所の湯浅氏の案内で、まず政権与党であります民主党の陳情要請対策本部を訪ね

まして、大谷副本部長に国会内で面談し、直接要望書を手渡しし、お願いをいたしたとこ

ろでございます。 

 説明をする中で、竹鳩橋の現状写真を見られたときには驚かれた様子であり、その必要

性は十分感じ取っていただけたものと考えております。 

 続いて、国土交通省に移動し、津川交通大臣政務官、水管理国土保全局長、道路局長、

官房審議官に、短い時間ではありましたけれども、それぞれに面会することができまして、

要望事項を伝えたところでございます。その他、関係する二十数箇所の部署につきまして

は手渡しや預けるなどして、それぞれにお願いをしてまいったところでございます。 

 大変暑い中での要望活動でしたが、地元国会議員はもとより県選出事務次官等との交流

を深めて、さらに根強く一歩でも前進するよう努力のよわりと痛感にしながら帰途に着い

たところでございます。 

 以上、簡単ですが、本省要望についての御報告といたします。（発言する者あり） 

 失礼しました。訂正します。国道１０号線の渋滞緩和促進、ここ訂正をお願いしたいと

思います。 

○議長（山本 隆俊）  以上で本省要望の報告を終わります。 

 次に、例月現金出納検査結果に関する報告が提出されましたので、お手元に配付してあ

ります。 

 次に、町長の政務報告を行います。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  町長。おはようございます。政務報告の前に、もう新聞等で皆さ

ん御存じと思いますが、おとといの午後８時１５分ごろから田原さんという女性の方、

６０歳でございますけど、家を出られて行方不明ということで、きのうの朝７時から日暮

れまで捜しましたが、全然、手がかりもつかめず混乱しておるところでございます。午前、

午後と防災ヘリ、警察ヘリが順番に飛んで来まして、小丸川あたりもずっと巡回したんで

すけど、発見することができませんでした。きょうも今、防災ヘリが来て上から小丸川等、

深いところ、そういうところを偵察してくれております。午後からは消防署のアクアラン

グ隊が小丸川に入って隅々を見てみようということで、朝、話をして帰ったところでござ

います。また皆さんがいろいろと何か情報がありましたら収集に御協力をしていただきた

いなと思っております。よろしくお願いします。 

 それでは、政務報告をいたします。 

 平成２４年６月１日から平成２４年８月３１日までの政務について御報告を申し上げま

す。 

 まず、家床地区土砂災害防災訓練についてでありますが、６月３日、日曜日に家床営農

研修センターにおいて実施いたしました。この訓練の実施により避難経路の確認及び地区
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住民の防災意識の向上を図ることができました。 

 次に、第５９回高鍋町消防操法大会についてでございますが、６月２４日、日曜日、高

鍋町スポーツセンターで開催いたしました。悪天候の中ではありましたが、各部とも日ご

ろの訓練の中で培った技術を十分に発揮し、大変すばらしい大会となりました。 

 次に、高速道路区域の一時使用に関する協定の締結についてでございますが、地域防災

計画の対象とする津波から地域住民等の生命を守るため、東九州自動車道高鍋インターチ

ェンジ付近の一部を一時的に使用することを目的として、７月９日、月曜日に当町役場に

おいて、西日本高速道路株式会社九州支社宮崎工事事務所及び都城管理事務所と協定を締

結いたしました。 

 次に、第５０回東児湯支部消防操法大会についてでございますが、７月２１日、土曜日、

東児湯消防組合で開催されました。今回も激戦となりましたが、本町においては第７部及

び第９部が第２位の入賞という結果となりました。第４部もすばらしい操法でありました

が、残念ながら入賞には至りませんでした。 

 次に、北越戊辰戦争の戦死者墓碑訪問についてでございますが、７月２９日、日曜日、

新潟市にある北越戊辰戦争の戦死者墓碑を米沢市長及び新潟市長とともに訪問いたしまし

た。 

 また、新潟市関屋において米沢藩の色部長門君追念碑碑前祭に参加し、念仏寺にある色

部家臣の墓碑を訪問いたしました。北越戊辰戦争に奥羽越列藩同盟軍である米沢藩と新政

府軍である高鍋藩が不幸にも親戚藩同士で新潟市関屋において戦いとなりましたが、その

とき戦死した高鍋藩の藩士が祀られているのが新潟県護国神社にある北越戊辰戦争の戦死

者墓碑でございます。このような歴史を町民の皆様にお知らせするとともに、姉妹都市交

流をさらに深めてまいりたいと考えたところでございます。 

 次に、要望活動についてでございますが、６月から８月にかけて、お手元の政務報告に

掲げているとおり要望活動を行ってまいりました。また、今回の要望活動を初め、さまざ

まな取り組みを積極的に進め、本町の発展につながりますよう努めてまいりたいと存じま

す。 

 以上、重立った政務について御報告申し上げます。 

 なお、その他の政務につきましては、お手元の政務報告にて御確認いただきますようお

願い申し上げます。 

○議長（山本 隆俊）  以上で、日程第２、諸報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．会期の決定 

○議長（山本 隆俊）  日程第３、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、会期日程予定表のとおり、本日から９月２１日

までの１６日間にしたいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（山本 隆俊）  異議なしと認めます。したがって、会期は本日から２１日までの

１６日間に決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．報告第３号 

日程第５．報告第４号 

日程第６．報告第５号 

日程第７．報告第６号 

○議長（山本 隆俊）  日程第４、報告第３号平成２３年度高鍋町財政健全化判断比率につ

いてから日程第７、報告第６号平成２３年度高鍋町教育に関する事務の管理及び執行の状

況の点検及び評価等についてまで、以上、４報告を一括議題といたします。 

 まず、町長の報告を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  町長。報告第３号平成２３年度高鍋町財政健全化判断比率につい

てから報告第５号平成２３年度株式会社めいりんの里会計決算及び平成２４年度会計予算

についてまでを一括して御報告申し上げます。 

 まず、報告第３号平成２３年度高鍋町財政健全化判断比率についてでございますが、地

方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、実質赤字比率、連結

実質赤字比率、実質公債比率及び将来負担比率の４つの財政健全化判断率につきまして御

報告するものでございます。 

 ４つの指標の比率がそれぞれ括弧書きで記載しております。早期健全化基準値以上であ

る場合は、財政健全化計画を定めなければならないものでございます。本町ではいずれの

比率も早期健全化基準値未満となっております。 

 次に、報告第４号平成２３年度高鍋町公営企業資金不足比率についてでございますが、

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、公営企業の資金

不足比率につきまして御報告するものでございます。その比率が経営健全化基準で定めら

れております２０％以上である場合には経営健全化計画を定めなければならないものでご

ざいます。本町では水道事業、下水道事業とも資金不足は発生しておりません。 

 次に、報告第５号平成２３年度株式会社高鍋めいりんの里会計決算及び平成２４年度会

計予算についてでございますが、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により御報告申

し上げるものでございます。 

 以上、３件につきまして御報告申し上げます。 

○議長（山本 隆俊）  次に、教育委員長の報告を求めます。教育委員長。 

○教育委員長（加行 正和君）  報告第６号平成２３年度高鍋町教育に関する事務の管理及

び執行の状況の点検及び評価等につきまして、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第２７条第１項の規定に基づき御報告を申し上げるものでございます。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．同意第２号 
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○議長（山本 隆俊）  次に、日程第８、同意第２号教育委員会委員の任命についてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  町長。同意第２号教育委員会委員の任命について、提案理由を申

し上げます。 

 現委員の加行正和氏が平成２４年１１月３０日をもって任期満了になりますことに伴い、

新たに小泉桂一氏を教育委員会委員として任命したいので、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 このことにつきまして御審議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（山本 隆俊）  続いて、略歴の説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（間  省二君）  総務課長。それでは、略歴を御説明いたします。氏名、小泉

桂一、生年月日、昭和４０年４月２１日、４７歳、現住所、高鍋町大字上江４５８４番地

１、最終学歴、昭和５９年３月、宮崎県立高鍋高等学校卒業、職歴等、昭和５９年４月、

高鍋信用金庫、昭和６１年１２月、同上退社、昭和６１年１２月、農業、現在に至ってお

ります。 

○議長（山本 隆俊）  以上で説明は終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 隆俊）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 本件は人事案件でありますので、討論を省略し直ちに採決に入ります。これから同意第

２号を起立によって採決します。本件は同意することに賛成議員は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（山本 隆俊）  起立全員と認めます。したがって、同意第２号教育委員会委員の任

命については、同意することに決定しました。 

 ここで暫時休憩いたします。 

午前10時25分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時25分再開 

○議長（山本 隆俊）  再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．同意第３号 

○議長（山本 隆俊）  次に、日程第９、同意第３号公平委員会委員の選任についてを議題

といたします。 

 提案議員の説明を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  同意第３号公平委員会委員の選任について、提案理由を申し上げ

ます。 
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 現委員の馬場文子氏が平成２４年９月２３日をもって任期満了になりますことに伴い、

新たに矢野友子氏を公平委員会委員として選任したいので、地方公務員法第９条の２第

２項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

 このことにつきまして御審議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（山本 隆俊）  続いて、略歴の説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（間  省二君）  それでは、略歴を説明したいと思います。氏名、矢野友子、

生年月日、昭和２３年３月１５日、６４歳、現住所、高鍋町大字北高鍋４８９７番地３、

最終学歴、昭和４１年３月、宮崎県立高鍋高等学校卒業、職歴等、昭和４１年４月、宮崎

交通株式会社、４４年８月、同上退社、昭和４４年９月、公認会計士荒川彰事務所、昭和

６０年５月、同上退社。平成１４年１２月、高鍋町議会議員１期目、平成１８年１２月、

高鍋町議会議員２期目、現在に至っております。 

○議長（山本 隆俊）  以上で説明は終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 隆俊）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 本件は人事案件でありますので、討論を省略し直ちに採決に入ります。これから同意第

３号を起立によって採決します。本件は同意することに賛成議員は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（山本 隆俊）  起立全員と認めます。したがって、同意第３号公平委員会委員の選

任については同意することに決定いたしました。 

 ここで暫時休憩します。 

午前10時28分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時28分再開 

○議長（山本 隆俊）  再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．同意第４号 

○議長（山本 隆俊）  次に、日程第１０、同意第４号固定資産評価審査委員会委員の選任

についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  同意第４号固定資産評価審査委員会委員の選任について、提案理

由を申し上げます。 

 現委員の中村信雄氏から平成２４年９月３０日をもって辞職したい旨の願いが提出され、

辞職について同意いたしました。つきましては、後任に篠原房佳氏を固定資産評価審査委

員会委員として選任したいので、地方税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を求

めるものでございます。 
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 本案につきまして、御審議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（山本 隆俊）  続いて、略歴の説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（間  省二君）  それでは、略歴を御紹介いたします。氏名、篠原房佳、生年

月日、昭和１９年４月２６日、６８歳です、現住所、高鍋町大字北高鍋１１５２番地２、

最終学歴、昭和３９年３月、宮崎女子高等学校商業科卒業、職歴等、昭和３９年４月、株

式会社井上喜商店、昭和４４年３月、同上退社、昭和４４年３月、篠原則久司法書士補助

員、昭和５１年６月、同上退職、昭和５１年６月、篠原則尚行政書士補助員、昭和５１年

１０月、高鍋不動産、現在に至っております。 

○議長（山本 隆俊）  以上で説明は終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 隆俊）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 本件は人事案件でありますので、討論を省略し直ちに採決に入ります。これから同意第

４号を起立によって採決します。本件は同意することに賛成議員は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（山本 隆俊）  起立全員と認めます。したがって、同意第４号固定資産評価審査委

員会委員の選任については同意することに決定いたしました。 

 ここで、暫時休憩します。 

午前10時30分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時30分再開 

○議長（山本 隆俊）  再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．諮問第１号 

○議長（山本 隆俊）  次に、日程第１１、諮問第１号人権擁護委員の推薦についてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  諮問第１号人権擁護委員の推薦について、提案理由を申し上げま

す。 

 現委員の川村靖子氏が平成２４年１２月３１日をもって任期満了になりますことに伴い、

引き続き同氏を人権擁護委員として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定

により議会の意見を求めるものでございます。 

 このことにつきまして、御審議を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（山本 隆俊）  本件につきましては再任でありますので、略歴の説明を省略します。 

 以上で説明は終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 隆俊）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 本件は人事案件でありますので、討論を省略し直ちに採決に入ります。これから諮問第

１号を起立によって採決します。本件は適任とすることに賛成議員は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（山本 隆俊）  起立全員であります。したがって、諮問第１号人権擁護委員の推薦

については適任とすることに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１２．議案第３１号 

○議長（山本 隆俊）  日程第１２、議案第３１号宮崎県後期高齢者医療広域連合規約の変

更についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  議案第３１号宮崎県後期高齢者医療広域連合規約の変更について、

提案理由を申し上げます。 

 本案は、住民基本台帳法の一部改正に伴い、宮崎県後期高齢者医療広域連合規約を変更

する必要が生じたため、当該規約の変更について地方自治法第２９１条１１の規定により

議会の議決を求めるものでございます。 

 このことにつきまして、御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（山本 隆俊）  続いて、担当課長の詳細説明を求めます。健康福祉課長。 

○健康福祉課長（河野 辰己君）  健康福祉課長。それでは、詳細説明を申し上げます。 

 宮崎県後期高齢者医療広域連合規約の変更についてでございますが、これにつきまして

は、同広域連合に毎年納付する共通経費負担金額算出に当たりまして、各市町村の住民基

本台帳人口及び高齢者人口を使用しますが、先般、外国人登録法が廃止され、その内容が

住民基本台帳法に包含されたことによりまして、規約の字句を修正する必要が生じたため、

地方自治法第２９１条１１の規定によりまして、議会の議決を求めるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山本 隆俊）  以上で説明は終わりました。 

 これから質疑、討論、採決を行います。 

 議案第３１号宮崎県後期高齢者医療広域連合規約の変更について、質疑を行います。質

疑はありませんか。７番、中村末子議員。 

○７番（中村 末子君）  共通経費がかかりますので、高鍋町で、一体、この部分に属する

人口比率というのは、一体、どう変更になるんでしょうか。 

○議長（山本 隆俊）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（河野 辰己君）  健康福祉課長。この内容につきましては、人口の比率の

変更はございません。 

 以上でございます。 
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○議長（山本 隆俊）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 隆俊）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 隆俊）  賛成討論はありませんか。７番、中村末子議員。 

○７番（中村 末子君）  ７番。議案第３１号宮崎県後期高齢者医療広域連合規約の変更に

ついて、賛成の立場で討論を行います。 

 今回、国の法律がかわり、外国人登録原票が住民基本台帳に関する法改正について伴う

ものでございます。この問題に関しては、私は、外国人の方についても日本の国民と同様

に、しっかりとした福祉の享受を受けられるものと私は感じております。そのために賛成

をいたしたいと思います。 

○議長（山本 隆俊）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 隆俊）  これで討論を終わります。 

 これから、議案第３１号を起立によって採決します。本件は原案のとおり決定すること

に賛成議員は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（山本 隆俊）  起立全員と認めます。したがって、議案第３１号宮崎県後期高齢者

医療広域連合規約の変更については原案のとおり可決いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．議案第３２号 

日程第１４．認定第１号 

日程第１５．認定第２号 

日程第１６．認定第３号 

日程第１７．認定第４号 

日程第１８．認定第５号 

日程第１９．認定第６号 

日程第２０．認定第７号 

日程第２１．認定第８号 

日程第２２．認定第９号 

日程第２３．議案第３３号 

日程第２４．議案第３４号 

日程第２５．議案第３５号 

日程第２６．議案第３６号 
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日程第２７．議案第３７号 

日程第２８．議案第３８号 

日程第２９．議案第３９号 

日程第３０．議案第４０号 

○議長（山本 隆俊）  次に、日程第１３、議案第３２号平成２３年度高鍋町水道事業会計

未処分利益剰余金の処分についてから、日程第３０、議案第４０号平成２４年度高鍋町一

ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算（第１号）まで、以上、１８件を一括議題といた

します。 

 一括して提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  議案第３２号平成２３年度高鍋町水道事業会計未処分利益剰余金

の処分についてから、議案第４０号平成２４年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計

補正予算（第１号）についてまでを一括して提案理由を申し上げます。 

 まず、議案第３２号平成２３年度高鍋町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

でございますが、本案は地方公営企業法第３２条第２項の規定により未処分利益剰余金の

処分について議会の議決を求めるものでございます。 

 次に、認定第１号平成２３年度高鍋町一般会計歳入歳出決算についてから、認定第８号

平成２３年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計歳入歳出決算についてまででござい

ますが、平成２３年度各会計の歳入歳出の決算について地方自治法第２３３条第３項の規

定により議会の認定に付するものでございます。 

 初めに、認定第１号の一般会計については、歳入総額７７億４,２１０万８,１５６円、

歳出総額７３億６５９万３,２８２円、差し引き４億３,５５１万４,８７４円となってお

ります。 

 次に、認定第２号の国民健康保険特別会計については、歳入総額２９億８,３１７万

２,８１２円、歳出総額２７億６,６２０万６,９６４円、差し引き２億１,６９６万

５,８４８円となっております。 

 次に、認定第３号の後期高齢者医療特別会計について、歳入総額４億１,５０３万

７,４１５円、歳出総額４億１,４４２万４,０１５円、差し引き６１万３,４００円となっ

ております。 

 次に、認定第４号の下水道事業特別会計については、歳入総額３億７,９１９万

８,６４１円、歳出総額３億７,８７０万５,０３０円、差し引き４９万３,６１１円となっ

ております。 

 次に、認定第５号の介護認定審査会特別会計については、歳入総額１,１４２万

６,９９９円、歳出総額９９５万８,２１６円、差し引き１４６万８,７８３円となってお

ります。 

 次に、認定第６号の介護保険特別会計については、歳入総額１４億５,４３５万

４,１６７円、歳出総額１４億２０４万２,４９３円、差し引き５,２３１万１,６７４円と
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なっております。 

 次に、認定第７号の高鍋都市計画畑田土地区画整理事業清算金特別会計については、歳

入総額４７６万６,７９８円、歳出総額４７６万６,７９８円、歳入歳出同額となっており

ます。 

 次に、認定第８号の一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計については、歳入総額１,６４２万

１,８１３円、歳出総額１,４４２万３,４８８円、差し引き１９９万８,３２５円となって

おります。 

 次に、認定第９号平成２３年度高鍋町水道事業会計決算についてでございますが、地方

公営企業法第３０条第４項の規定により、議会の認定に付するものでございます。 

 営業面では、給水件数が８,７１５件で、前年度より１２５件の増、有収水量は

２００万６８３立方メートルで前年度より０.７％減少しました。 

 経営面では、税抜きの収益的収入総額４億１,３３７万５,２０９円、支出総額４億

１,１６９万７,５６９円で、経常利益は１６７万７,６４０円でございました。次に、資

本的収支でありますが、収入総額１億３,４９６万５,３０７円に対し、支出総額は４億

９,９０６万７,９０３円となっております。 

 なお、資本的収支が支出に対して不足する額３億６,４１０万２,５９６円は当年度損益

勘定留保資金等で補填いたしました。 

 次に、議案第３３号高鍋町災害対策本部条例の一部改正についてでございますが、本案

は、東日本大震災の教訓、課題を受け、行うべき防災対策の全般的見直しを図るため、災

害対策基本法が改正されたことに伴い、当該条例について所要の改正を行うものでござい

ます。 

 改正の内容につきましては、これまで災害対策基本法において市町村災害対策本部が都

道府県災害対策本部と同一の規定で定められていたものが、地方防災会議と災害対策本部

の所掌事務の見直し、明確化に関連して新たに第２３条の２として規定されたことに伴う

改正でございます。 

 次に、議案第３４号高鍋町税条例の一部改正についてでございますが、本案は、宮崎県

税条例の一部が改正されたことに伴い、当該条例について所要の改正を行うものでござい

ます。 

 改正内容につきましては、個人住民税の寄附金税額控除対象団体を県と同様にするもの

で、これまでの対象団体に社会福祉法人等を追加し、拡充するものでございます。 

 次に、議案第３５号平成２４年度高鍋町一般会計補正予算（第２号）でございますが、

今回の補正は、歳入歳出それぞれ４億９,８５６万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ７０億９,９１８万２,０００円とするものでございます。 

 補正の主なものは、歳出では朝倉市への災害見舞金、地域支え合い体制づくり事業、障

害者自立支援給付費等事業、介護基盤緊急整備事業補助金、西都児湯医療センター負担金、

各種予防接種委託、埋却地管理支援事業補助金、農業体質強化基盤整備事業補助金、総合
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交流ターミナル施設修繕費、青年就農給付金、口蹄疫復興プレミアム商品券発行事業補助

金、観光交流促進及び魅力情報発信事業、みやざきから東日本へ感謝を届ける市町村支援

事業、急傾斜地崩壊対策事業負担金、小中学校備品購入、バスケットボール台購入関連経

費、農業用施設災害復旧費、公共土木災害復旧費等でございます。 

 また、平成２３年度決算確定に伴う決算剰余金につきましては、財政調整基金及び公共

施設等整備基金に積立金を計上したところでございます。加えまして、総務費から教育費

まで４月に実施した人事異動に伴う人件費の調整を行ったところでございます。財源につ

きましては、国県支出金、寄附金、繰入金、繰越金及び町債等でございます。あわせまし

て、地方債につきまして、災害復旧事業に伴う追加、急傾斜地崩壊対策事業等の事業費確

定に伴う変更を行うものでございます。 

 次に、議案第３６号平成２４年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

いてでございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ３,０５５万３,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ２８億４,５８６万円とするものでございます。 

 補正の主な内容といたしましては、歳出では非自発的失業者管理システム改修費の増額、

高鍋町特定健康診査未受診者対策事業業務委託契約締結に伴う委託料の減額、平成２３年

度事業実績による国庫補助金及び国庫負担金返還金の増額でございます。 

 歳入では、平成２３年度事業実績による特定健診等国県負担金及び療養給付費等交付金

の増額、非自発的失業者管理システム改修に伴う特別調整交付金の増額、歳出の特定健康

診査未受診者対策事業費変更に伴う緊急雇用創出事業臨時特例基金市町村補助金の減額及

び財源調整のための繰越金の増額でございます。 

 次に、議案第３７号平成２４年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい

てでございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ６６万円を減額し、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ４億２,２３５万９,０００円とするものでございます。 

 補正の主な内容といたしましては、歳出では下水道台帳数値化事業委託費の確定に伴う

減額でございます。歳入では下水道台帳数値化事業委託費確定に伴う県補助金の減額、下

水道特別会計繰越金の確定に伴う一般会計繰入金の減額及び財源調整のための繰越金の増

額でございます。 

 次に、議案第３８号平成２４年度高鍋町介護認定審査会特別会計補正予算（第１号）に

ついてでございますが、今回の補正は、歳入歳出予算の総額に変更はなく、平成２３年度

事業確定に伴い歳入の費目間で財源調整するものでございます。 

 次に、議案第３９号平成２４年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第１号）について

でございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ５,５８５万７,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ１５億６,１４１万３,０００円とするものでございます。 

 補正の主な内容といたしましては、歳出では医療保険と介護保険の両方からサービスを

利用される方に払い戻しされる高額医療合算介護サービス費を増額し、地域密着型介護予

防サービス費を減額するものでございます。 
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 また、平成２３年度事業費確定に伴う国庫補助金返還金、一般会計繰出金の増額、介護

認定審査会特別会計繰出金の減額並びに介護給付費準備基金への積立金を増額するもので

ございます。 

 歳入では、平成２３年度決算確定に伴う繰越金の増額、平成２３年度事業費確定に伴う

国庫負担金、支払基金交付金、県負担金の増額及び一般会計繰入金の減額でございます。 

 次に、議案第４０号平成２４年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算（第

１号）についてでございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ１９９万７,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１,７００万４,０００円とするものでございま

す。 

 補正の内容といたしましては、歳出では雑用水管理事業の水利権を更新するための委託

料の増額、予算調整のための基金積立金の減額でございます。 

 歳入では、平成２３年度決算確定に伴う繰越金の増額でございます。 

 以上、１８件の議案等につきまして、御審議を賜りますようお願い申し上げます。 

────────────・────・──────────── 

日程第３１．平成２３年度高鍋町一般会計並びに特別会計決算審査結果報告 

○議長（山本 隆俊）  日程第３１、平成２３年度高鍋町一般会計並びに特別会計決算審査

結果報告を求めます。黒木輝幸代表監査委員。 

○代表監査委員（黒木 輝幸君）  代表監査委員。監査委員２名を代表いたしまして平成

２３年度各会計の決算審査結果報告を御報告いたします。 

 初めに、地方自治法第２３３条第２項の規定により審査に付されました平成２３年度高

鍋町一般会計及び特別会計歳入歳出決算に関する審査結果を御報告いたします。 

 決算の審査は、去る７月２日から８月９日までの間、役場において書面審査及び対面審

査を実施し、審査意見書を８月２７日に講評を兼ねて町長に提出いたしました。 

 決算審査意見書は皆様のお手元に配付されております。その内容について御報告申し上

げます。 

 第１に、審査の対象となりましたのは、平成２３年度高鍋町一般会計歳入歳出決算、平

成２３年度高鍋町特別会計（７会計）歳入歳出決算、１、国民健康保険特別会計、２、後

期高齢者医療特別会計、３、下水道事業特別会計、４、介護認定審査会特別会計、５、介

護保険特別会計、６、都市計画畑田土地区画整理事業清算金特別会計、７、一ツ瀬川雑用

水管理事業特別会計でございます。 

 第２に、審査の期間でございますが、先ほど述べましたとおり、平成２４年７月２日か

ら平成２４年８月９日まで、実質審査日数は１８日間でございます。 

 第３に、審査の方法でございますが、審査に当たりましては、町長から提出された決算

書及び附属書類が地方自治法、高鍋町条例に準拠して作成されているか、予算が適正かつ

効率的に執行されているかを主眼に置き、関係者の説明を聴取し、定期監査、例月現金出

納検査結果等も考慮して、関係帳簿並びにその他の書類と照合するとともに、必要な書類
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の提出を求め、通常実施すべき審査を実施し、一部現地調査も実施いたしました。 

 第４に、審査の結果でございますが、平成２３年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決

算は、関係諸帳票を初め、その他の証拠書類など照合審査した結果、決算に関する計数は、

いずれも正確であることを確認いたしました。また、予算の執行、会計事務及び財産の管

理など、財務に関する事務の執行は適正に処理されているものと認められました。 

 それでは、総括意見を申し述べます。なお、それぞれの項目ごとの審査結果につきまし

ては、意見書をごらんいただきたいと存じます。 

 まず、一般会計から申し上げます。最初に、決算にあらわれました現状の評価について

申し上げます。決算収支でございますが、平成２３年度一般会計におきましては、歳入に

おいては６,９６２万３,０００円前年度を下回り、歳出におきましては１,５３０万

２,０００円前年度を上回っております。この結果、実質収支は前年度と比較して

５,９１５万１,０００円下回っておりますが、収支に関しましては、基金の運用を控除し

た実質単年度収支で判断しなければなりませんが、その実質単年度収支は黒字となってお

りまして、収支均衡が貫かれた、堅調な財政運営であったという結果が出ております。 

 次に、歳入でございますが、自主財源であります町税は９７１万７,０００円の減収と

なる一方で、依存財源であります地方交付税が６,８２３万４,０００円増額、国庫支出金

は、子ども手当負担金の増がありましたが、一方きめ細かな交付金、地方活力基盤創造交

付金等の減がございまして５,４３４万９,０００円の減となっております。県支出金でご

ざいますが、介護基盤緊急整備事業補助金や「緑の分権改革」推進事業委託金の減があり

ましたが、緊急雇用創出事業臨時特例基金市町村補助金、ふるさと雇用再生特別基金市町

村補助金の増がございまして、全体としては１,８６４万５,０００円の増となっておりま

す。 

 また、借入金であります町債は、臨時財政対策債等の借り入れの減によりまして※１億

４,６６２万７,０００円減少をしております。 

 なお、歳入の確保という面から見ますと、重要な自主財源であります町税、保育料、住

宅使用料の収入未済額の合計が１億６,６６７万４,０００円で、前年度と比較して

１,２５６万６,０００円減少はしておりますが、依然として多額であり、看過できない状

況であります。 

 また、不納欠損額は、町税及び保育料で９７８万２,０００円となっておりまして、前

年度と比較して５９万１,０００円の減となっております。 

 また、町税滞納処分の執行停止している額は５,９５４万４,０００円で大幅に減少をし

ております。 

 次に、歳出でございますが、全般的に行財政改革の推進の成果があらわれている結果と

なっております。 

 まずは、義務的経費におきましては、人件費が前年度と比較して１,８７５万円の減額、

特に職員給与費につきましては、３年前と比較しまして、単年度ベースで２億１,０９３万

※後段に訂正あり 
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１,０００円の大幅な減少となっております。公債費におきましても、最終処分場の償還

が終わりまして１億４,８８９万３,０００円の大幅な減となりましたが、一方、扶助費が、

子ども手当、私立保育園委託費、介護給付費、訓練等給付費の増額によりまして１億

２,４７１万７,０００円増加しました。このために、全体では前年度と比較して

４,２９２万６,０００円の減にとどまっております。このことが、経常収支比率の改善が

なかなか進まない要因の１つになっております。 

 また、投資的経費は、中央公民館の大型改修事業、坂本鬼ヶ久保線災害復旧工事等の増

もありましたが、屋内多目的広場建設事業や社会資本整備総合交付金事業、地域活力基盤

創造交付金事業、村づくり交付金事業、森林整備加速化・林業再生事業等の減額がありま

して、全体では前年度と比較して２億３,４５１万３,０００円の減額となっております。 

 その他の経費では、口蹄疫復興プレミアム商品券発行特別支援事業補助金等の増があり

ましたが、口蹄疫関連の補助金や高鍋・木城衛生組合負担金の減がありまして、補助費等

は２,８９６万９,０００円の減となっております。 

 基金は、財政調整基金及び公共施設等整備基金の積み立てが行われまして、３月末の基

金残高は財政調整基金１０億１,２９７万３,０００円、公共施設等整備基金３億

７,３９３万円となっておりまして、緊急時の対応能力が強化されるとともに公共施設等

の改善の資金の確保が進んでおります。 

 以上、２３年度の実績を申し上げましたが、第５次行財政改革に引き続き、財政健全化

に取り組まれた結果、公債費の大幅縮減や各種基金の積み増しが進むと同時に、各種財政

指標も改善されるなど財政規律を重視した平成２３年度一般会計の運営は適正であったと

認められます。 

 今後の財政運営に当たりましては、歳入面では、特に自主財源の確保に向けて収入未済

額の解消は喫緊の課題として鋭意努力されておることは認められますが、多額の収入未済

額の解消が進まない現状の検証を行い、それに基づく適正な執行が必要であります。また、

不納欠損につきましては、負担の公平性に配慮し、慎重を期する必要があります。 

 歳出面では、引き続き財政規律を重んじた財政運営に取り組まれるとともに、常に予算

の管理執行状況を把握し、真の町民のためのまちづくりに努められるよう要望いたします。 

 次に、国民健康保険特別会計について申し上げます。国民健康保険加入世帯、加入者は

前年度と比較して２５世帯、２１人減少をしております。歳入面では、被保険者の所得の

増と収納対策の徹底によりまして、国保税は前年度と比較して２,４４２万５,０００円の

増になりますとともに、前期高齢者交付金の大幅増額と繰入金の充当、及び一般会計から

の３,３１０万１,０００円の法定外繰り入れにより、全体では微増となっております。 

 一方、収入未済額は、前年度と比較して２６万３,０００円増加しております。不納欠

損処理した額は１,１１８万８,０００円で、前年度と比較して３６６万７,０００円減少

しておりますが、平成２３年度末までの滞納累計額は１億４,０３３万７,０００円ありま

して、依然として高額となっております。執行停止中のものも加味しますと、今後も増加



- 21 - 

することが懸念をされます。 

 現在の国民健康保険財政は、実質単年度収支も黒字でありますとともに、準備基金の積

み立ても条例で定める上限まで積み立てておられまして、安定しているものと見られます。

医療費が毎年増加する中で、国民健康保険財政の安定化は最も重要な課題でありまして、

その安定化のためには疾病の予防と国民健康保険税の的確な収納が求められます。特定健

診の受診率の向上による疾病の予防に向けて、なお一層取り組まれるとともに引き続き収

納率の向上に努めていただくよう要望いたします。 

 次に、後期高齢者医療特別会計について申し上げます。老人保健事業から後期高齢者医

療保険事業に移行されまして、制度運用から４年が経過しましたが、国におきまして制度

のあり方が検討されていますことから、その動向を注視していく必要があると思われます。 

 次に、下水道事業特別会計について申し上げます。平成２３年度の公共下水道の事業量

は管渠布設１,２５７メートル、面整備３.９ヘクタールで、新たに２６３世帯、５６９人

が使用可能となっております。平成２３年度末現在の管渠総延長は４５.５キロメートル、

面整備累計は２０１.７ヘクタールで、普及率は３３.２％、３,１５５世帯、７,０５２人

となっております。 

 毎年度の審査報告でも述べてきておりますが、下水道事業には、２つの課題があると考

えております。 

 第１点目としては、以前から指摘をされております財政問題と事業展開でございます。

現在事業認可を受けております２３３ヘクタールは、平成２７年度に完了予定であります

が、起債残高が、平成２３年度末で２８億５,９６７万３,０００円あります。その償還や

事業推進に必要な費用及び施設の維持管理に要する財源不足を一般会計からの繰り入れで

補っておりますが、一方、２３年度の下水道費の交付税基準財政需要額算入額が１億

３,９２４万５,０００円あります。実質的な繰入金は２,４２１万１,０００円と見ること

もできます。このような中で、浄化センターの老朽化が進み、長寿命化の対策が計画をさ

れております。これらの財源を確保するためにも、水洗化率の向上に向けた取り組みをな

お一層推進するとともに、今後の事業展開を検討するに当たりましては、今後の交付税措

置額も含めて一般会計の動向を見きわめた上で、慎重に対応するべきと考えられます。 

 第２点目は、供用開始当時から下水道使用料徴収の手続が一部欠落したことによる、未

調定、未徴収が発生した件に対する対応であります。このことにつきましては、地方自治

法に基づき過去５年前までさかのぼって、平成２０年度に調定された使用料は５９８万

４２３円でありますが、平成２３年度末現在の納入済み額は２９１万４,１８４円であり

ます。３０６万６,２３９円が未収入となっております。収納額が年々減少傾向にありま

すことから、確実な債権の確保と徴収手段を明示した上で、確実に履行されることを強く

要望いたします。 

 次に、介護認定審査会特別会計について申し上げます。３町による認定審査は的確、そ

してスムーズに行われておりまして、今後ともさらに連携を密にして適正な審査を行われ
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るよう要望いたします。 

 次に、介護保険特別会計について申し上げます。平成２３年度の要介護、要支援の申請

者数は９９９人で、前年度と比較して３６人増加しております。申請者のうち非該当は

９人となっております。今後、介護給付費の増加も見込まれますことから、負担に対する

公平性の確保と安定的な事業運営が求められます。このため保険料の収入確保は必要不可

欠でございます。今後とも収入未済額を増加させないように努めていただきたいと思いま

す。また、介護を必要とする全ての人々の希望する介護サービスが、的確に提供できるよ

うに円滑な運営を図っていただくよう望みます。 

 次に、都市計画畑田土地区画整理事業清算金特別会計について申し上げます。清算は

５カ年で完了する予定となっておりますが、平成２３年度において交付、納付の全ての清

算が終了をいたしました。 

 次に、一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計について申し上げます。この特別会計は、一ツ

瀬川土地改良事業で導入されました畑地かんがい用水を他の農業にも雑用水として使用す

ることを目的に１市３町の構成で設置されたものですが、平成２１年度から事業運営を開

始しております。平成２３年度は、口蹄疫の影響が残る中で使用料が減額となりましたが、

平成２２年度から繰り越した繰越金及び使用料を財源に条例に基づく基金積み立てを行う

など、おおむね適正に運営されたものと認められます。今後とも収入の確保に努め、適正

で安定的な運営に努められるよう要望いたします。 

 続きまして、地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づく、平成２３年度高鍋町水道

事業特別会計決算審査について御報告申し上げます。 

 決算審査は、去る６月２０日から６月２６日までの間の中で、役場において書面審査及

び対面審査を実施し、審査意見書を７月１１日に講評を兼ねて町長に提出いたしました。 

 その概要について御報告を申し上げます。審査の期間は６月２０日から６月２６日まで

の間のうち、実質５日間でございます。審査の方法は、町長から提出されました決算書類

及び附属書類が地方公営企業法その他の関係法令に基づき作成されているか、また、水道

事業の経営成績、財政状況が適正に表示されているか検証するため、必要に応じて関係者

から説明を聴取し、会計帳票、証拠書類、関係帳簿など、通常実施すべき審査手続、及び

必要とする審査を実施いたしました。 

 審査の結果でございますが、決算書類、決算附属書類は、地方公営企業法、その他関係

法令に基づき作成され、その計数は正確であり、関係帳票と符合し、かつ当該年度におけ

る水道事業の経営成績、財政状態を適正に表示していることを認めました。また、予算の

執行も適正に執行されていることを認めました。 

 それでは、総括意見を申し上げます。 

 まず、分析による現状の評価でございますが、業務の実績につきましては、本年度の給

水人口は１万８,７８５人で、前年度より３１８人減少しております。有収水量も１万

３,４７０立方メートル減少しておりますが、漏水対策等の効果もありまして、有収率は
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９２.５％と高い水準を維持しております。年間総配水量も前年度と比較して８万

４,２０８立方メートル減少しております。施設利用率も低下をしておりますが、同類型

の施設利用率、最大稼働率、負荷率を上回っておりまして、効率的な業務運営がなされた

ものと評価できます。 

 次に、経営成績につきましては、収益では、営業収益は、その他の営業収益が減少した

ため前年度を２.０％下回っております。営業費用は、減価償却費が若干増加しましたが、

修繕費の減額により１.３％減少をしております。営業外費用は、支払い利息が２.３％減

少をしております。これらの結果、純利益は、前年度より４８.４％減の１６７万

７,６４０円となっております。 

 なお、修繕引当金を２,４３５万８,２６５円取り崩して充当しておりますことから、実

質的な収支は２,２６８万６２５円の赤字となっております。経営状況につきましては、

前年度より経営分析での指数が経営指標を、若干でありますが下回っておりますことから

改善を図っていく必要があるものと考えられます。 

 次に、財政状況につきましては、貸借対照表のとおりでございます。資産の部では、有

形固定資産は機械及び装置の減少がありましたが、緊急時給水拠点確保事業によります建

設仮勘定の大幅な増により増加をしております。流動資産は、企業債借り入れの抑制に加

えまして、配水管布設替え工事等の支払いによりまして、現金預金が大幅に減少しますと

ともに、緊急時給水拠点確保事業に伴う国庫支出金の未収が、未収金の大幅な増加の要因

となっております。負債の部では、固定負債は、修繕引当金が２,４３５万８,２６５円減

少しますとともに緊急時給水拠点確保事業の多額の未払いが大きな要因となって、未払金

が増加をしております。ただし、資金運用面で見ますと流動資産が流動負債を大きく上回

っておりまして資金不足はなく安定していると見られます。資本金の部では、企業債の償

還及び借入の抑制により借り入れ資本金が減少し１億４９８万８,９５７円の減少となっ

ております。剰余金は９,１９０万７,３８８円の増加をしておりますが、国庫補助金の増

が大きな要因となっております。当年度末におけます財政状態は安定していると言えます

が、企業債未償還残高が３３億１,０００万円と高額でありまして、さらなる経営努力が

望まれます。 

 分析によります評価は以上のとおりでありますが、平成２３年度の経営状況を見ますと、

収益的収支の収益面では、給水人口は前年度より減少し、経営の根幹であります営業収益

も前年度と比較して２.０％減少しております。一方、費用面も１.３％減少し、純利益は

４８.４％減の１６７万７,６４０円となっております。 

 資本的収支につきましては、収入では企業債の借り入れ抑制によりまして企業債が

５,７００万円減少し、緊急時給水拠点確保事業に 伴う国庫支出金が８,６３７万

９,０００円増加しております。支出では緊急時給水拠点確保事業によりまして一般改良

費が増加をしております。 

 経営状況につきましては、企業債元利償還金が給水収益の５０％を超える状況が続きま
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すとともに、資産の増加に伴います多額の減価償却費の計上など経営環境の改善には長期

間を要するものと思われます。このような中で、給水人口は減少傾向にあり大幅な増加は

見込めず、今後水道事業の経営に当たりましては業務の見直し等によりましてさらなる効

率化に向けた取り組みと、安全で良質な水の安定供給に向けて信頼される水道事業の執行

を要望するものであります。 

 なお、現状では、給水原価が供給単価を１６.９円上回っておりまして、このことの解

消に向けてもまた徹底した分析調査を行い、その結果を踏まえた企業努力を望むものであ

ります。 

 以上、報告いたします。（発言する者あり） 

 済みません、ちょっと１箇所だけ訂正をさせていただきます。一般会計のところでです

ね、収入のところで借入金であります町債は臨時財政対策等の借り入れ減により１億

４,６６２万７,０００円減少しておりますと申し上げましたが１億４,６４２万

７,０００円でございます。訂正をしておわびいたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（山本 隆俊）  以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 １１時４０分から議員協議会のほうを開きたいと思いますので、第３会議室のほうにお

集まりください。 

午前11時30分散会 

────────────────────────────── 

 

 

 


